
 

テンペラ画は、絵画の歴史において欠かすことの出来ない技法であり、最近では 
発色が良く年月が経っても鮮やかな色彩を保つ絵の具として再評価されています。 
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   初夏の候、先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

   さて、当研究会では奥秋 由美 先生をお招きし、テンペラ画の「実技研修会」を下記のとおり企画いたしました。             

   時間をかけて絵具作りから始めるテンペラ画は、美術の楽しさや作る喜びを伝える教材としても、相応しい 

  のではないでしょうか。その中から今回は、黄金背景に用いられる≪金箔技法≫ をご紹介いだきます。  

   先生方の創作や指導法の見識を深める、大変有意義な研修会になると考えております。校務ご多用の時期とは 

  存じますが、ぜひこの機会に多くの先生方のご参加をお待ちいたしております。 

 

   テンペラという古い技法（絵具）を好んでいます。顔料を練って、卵黄を加えて、よく練り合わせて絵具にします。 
   絵具を筆に取り、描き始めます。ゆっくりと静かな空気が流れる、この時が好きなのです。 
      現代は時間の流れが早く、感じることが少し難しくなっている気がします。画家にとって感じることは欠かせないものです。 
      思考し、想像し、そして制作に没頭するための欠かせない感覚なのです。 
   私がわざわざ古い技法を使うのは、そのためにゆっくりとした時間が欲しいからなのです。 奥秋 由美 
                                          https://sites.google.com/site/yumiokuaki/home 

                            

記 
 
 １．日  時  令和元年８月２９日（木）１３：００～１７：３０（受付開始１２：３０） 

 

 ２．会  場  アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室 ※裏面案内図をご参照ください。 
                    

 ３．内  容  黄金背景についての講義と３つの ≪金箔技法≫ の実技研修。 仕上がった作品は持ち帰ることができます。 

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

殿 

刻 印 技 法 
 木製や金属製の刻印棒を用い、上から叩いて金箔の表面に 
 刻印を打って模様を作る技法 

 

グラッフィート技法 
 磨いた金箔の上からテンペラ絵具を塗り、串などで掻き 
 落として模様をつくる技法 

 

ミッショーネ技法 
 テンペラ絵具の上からニスで模様を描き、一定の時間を 
 置いた後、その上に金箔を置いて定着させる技法 
 

 

芸術体育系教科研究会（美術）「実技研修会」 

黄金背景テンペラ画≪金箔技法≫を体験する 

サンプル作品 

 

 

 

 

 

 

 
研修では、サンプル
のように窓が開いて

いて、好きな絵や写

真を出し入れできる
「額縁タイプ」を制

作します。 

 



■交通のご案内

　　　　地下鉄　有楽町線・南北線
 　　　 市ヶ谷駅（1またはA1）出口

　　　　地下鉄　新宿線
　      市ヶ谷駅（Ａ4またはA1）出口

　　　　JR中央線(各駅停車)　市ヶ谷駅

　　　　上記改札・出口から徒歩約2分

『獰猛の瓶詰』（2018年）130×130mm 

板に麻布・石膏地・テンペラ・金箔 

 

 

４．定  員  ２０名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります） 
 

５．講  師  奥秋 由美  先生 （跡見学園女子大学 非常勤講師・横浜美術大学 非常勤講師）  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６．参 加 費  材料費として 3,000 円 （その他、当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団の補助金で運営しております） 

        ※参加費は、研修会当日に現金でお支払いください。なお、お釣りの用意はございません。 
 

７．持 ち 物  ・面相筆、水彩筆 

        ・細かい手元作業ですので、拡大鏡（メガネ）が必要な方はご持参ください。 
        ・衣服が特に汚れる作業ではありませんが、気になる方はエプロンをお持ちください。 

 

８．申込方法  ８月８日（木）までに Web または FAX にてお申し込みください。 

                 URL  http://k.tokyoshigaku.com 
 

                          東京私学教育研究所  芸術体育系教科研究会（美術） 

担当：並木・香川・岡沢・中島  
TEL 03-3263-0544  FAX 03-3263-0560  

 
９．お 願 い  研修の実施にあたり、講師の先生に人数分の下地を制作していただきます都合上、 
        ８月９日（金）以降の参加取消は極力ご遠慮くださいますようお願いいたします。 
 

  《案内図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

切り取らずにそのままＦＡＸしてください。送り状は不要です。                        

芸術体育系教科研究会（美術）「実技研修会」 参加申込書 〔８月２９日（木）実施〕 

学  校  名 氏 名（ふりがな） 担当教科 携帯電話番号 

  

 

  

 

 上記の通り参加申し込みいたします。 
 東京私学教育研究所 御中                       令和元年    月   日 
                       

                           校長              ㊞ 

 

東京私学教育研究所 検 索 

1995年 東京芸術大学美術学部絵画油絵専攻卒業 
         《Ｏ氏記念賞》《台東区長賞》  
1997年 東京芸術大学大学院美術研究修士課程絵画専攻卒業 

現 在 跡見学園女子大学 非常勤講師、 

現 在 多摩美術大学 非常勤講師、 
現 在 Atelier LAPIS 講師 

『TWINS -鶯色-』（2016年）直径150mm円 

板に綿布・白亜地・油彩・テンペラ 

 

・希望する

※FAX受理、受付完了等の連絡は省略いたします。（本申込書をお送りいただいた時点で受付完了です）
　申込確認が必要な方は、下記にご記入ください。後日、申込書受理書をFAXでお送りします。

理由等
 FAX番号:


